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2 0 2 5 年 ６ 月 

在チリ日本国大使館経済班 

チリ経 済 情 勢 報 告 （ 2025年 ５ 月 ）  

 

 

１ ． 経 済 指 標  

（ １ ）  GDP 成 長 率 （ 2025 年 Q1）  

2025年 の第 １ 四 半 期 （ １ ～ ３ 月 期 ） の

実 質 GDP 成 長 率 は 前 年 同 期 比 2.3 ％

と、前 期 に引 き続 き増 加 した。また、季 節

調 整 済 前 期 比 の 伸 び 率 は 0.7 ％ と 増 加

した。 

 

①  需 要 項 目 別 の動 向  

内 需 は 前 年 同 期 比 1.2 ％ と な っ た （ 寄 与 度 1.2 ％ ） 。 消 費 は 前 年 同 期 比 2.0 ％ （ 同

1.5％ ） となった。内 訳 は、民 間 消 費 が 同 1.8％ 、政 府 消 費 は同 3.1％ となった。総 固 定 資

本 形 成 は 前 年 同 期 比 1.4％ （ 寄 与 度 0.3％ ） となった。内 訳 を 見 ると、機 械 ・ 設 備 投 資 が

同 5.3 ％ 、建 設 ・ 住 宅 投 資 が 同 ▲0.6 ％ であ った。在 庫 品 増 加 は 寄 与 度 ▲0.7 ％ であった。 

外 需 の 寄 与 度 は 1.1 ％ と な った 。 輸 出 は 前 年 同 期 比 10 .7 ％ と な っ た 。 品 目 別 で は 銅 が

同 5.2％ 、鉱 業 品 全 体 は同 6.6％ となった。財 全 体 では同 9.6％ 、農 林 水 産 品 は同 24.3％

となった。輸 入 は同 9.0％ であった。 

 

②  セクター別 の動 向  

セクター別 では、銅 が前 年 同 期 比 ▲2.2％ となり、その他 の鉱 業 は同 1.4％ となった。鉱

業 全 体 で は 同 ▲ 1.0 ％ と な っ た 。 製 造 業 は 同 5.2 ％ 、 農 林 業 は 同 5.2 ％ 、 水 産 業 は 同

29 .0％ となった。 

＜ 概 要 ＞ 景 気 は回 復 している。  

●  消 費 は改 善 している。 

●  生 産 は、工 業 、鉱 業 ともに増 加 。企 業 マインドは良 化 している。 

●  失 業 率 は上 昇 している。 

●  物 価 は上 昇 している。 

●  貿 易 は黒 字 となっている。 

●  銅 価 格 は上 昇 、為 替 はペソ高 傾 向 、株 価 は上 昇 で推 移 している。 

先 行 きに つい ては 、財 政 ・ 年 金 ・ 税 制 な ど の 国 内 政 治 動 向 及 び第 二 次 ト ランプ政 権 の

動 向 等 を含 む世 界 経 済 情 勢 に留 意 する必 要 がある。 
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（ ２ ）  経 済 活 動 指 数 （ IMACEC ） －

前 年 同 月 比 2.5％ －  

４ 月 の IMACEC は 、 前 年 同 月 比

2.5 ％ （ 季 節 調 整 済 前 月 比 は 0.6 ％ ）

と な っ た 。 営 業 日 数 は １ 日 少 な か っ

た。鉱 業 は前 年 同 月 比 10.7％ 、鉱 業

以 外 の 業 種 は 同 1.8 ％ だ っ た 。 季 節

調 整 済 前 月 比 で は 、 鉱 業 は 3.3 ％ 、

非 鉱 業 部 門 は0.3％ となった。 

 

 

 

（ ３ ）  消 費 － 改 善 している－  

①  ４ 月 の 商 業 活 動 指 数 （ 実 質 、 INE 公 表 ）

は 、 前 年 同 月 比 3.1 ％ 、 同 指 数 の 小 売 業

（ 除 く車 ） は同 5.5％ となった。 

②  ４ 月 のスーパーマーケ ット販 売 額 （ 実 質 、

INE公 表 ） は、前 年 同 月 比 5.0％ となった。 

③  ４ 月 の サ ン テ ィ ア ゴ 首 都 圏 商 業 販 売 額

（ チ リ 商 工 会 議 所 公 表 、 既 存 店 、 暫 定 値 ）

は、前 年 同 月 比 3.4％ となった。 

④  ５ 月 の 消 費 者 経 済 認 識 指 数 （ IPEC 、

Gfk  Ad imark公 表 ） は33 .5（ 前 月 差 ▲1.0） 、個 人 の景 気 認 識 （ 現 状 ） は34 .5（ 同 ▲2.4） と、

引 き続 き50（ 中 立 点 ） を下 回 っている。 

⑤  ５ 月 の新 車 販 売 台 数 は、24 ,337台 （ 前 年 同 月 比 4.3％ ） となった。 

 

 

 

（ ４ ）  鉱 工 業 生 産 、電 力 － 工 業 、鉱 業 ともに増 加 －  

４ 月 の 工 業 生 産 指 数 は 、 前 年 同 月 比

0.0 ％ とな った 。セクター別 では 食 料 品 が

増 加 （ 寄 与 度 1.3％ ） 、飲 料 ・ アルコール

が減 少 （ 同 ▲0.6％ ） に寄 与 した。 

４ 月 の 鉱 業 生 産 指 数 は 、 前 年 同 月 比

10 .1％ 、銅 生 産 量 は同 13.5％ となった。 

４ 月 の 電 力 指 数 は 、 前 年 同 月 比 ▲

1.4％ となった。 
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（ ５ ）  企 業 の業 況 判 断 － 良 化 －  

５ 月 の IMCE （ 企 業 業 況 判 断 指 数 ）

は46 .7ポイントで、前 月 差 0.6ポイントと

な り 、 ３ か 月 連 続 で 中 立 点 を 下 回 っ

た 。 内 訳 を 見 る と 、 鉱 業 が 63 .3 （ 同 ▲

0.4 ポ イ ン ト ） 、 商 業 が 51 .9 （ 同 1 .1 ポ イ

ン ト ） 、 製 造 業 が 42 .5 （ 同 2 .0 ポ イ ン

ト ） 、 建 設 業 が 31.1 （ 同 ▲ 2.2 ポ イ ント ）

となった。 

 

 

（ ６ ）  雇 用 － 失 業 率 は上 昇 －  

２ ～ ４ 月 期 の 失 業 率 は8.8 ％ （ 前 年 同

期 差 0.3％ ） と、高 い 水 準 にある。労 働 力

人 口 は 57,491 人 増 加 （ 前 年 同 期 比

0.6 ％ ） 、 就 業 者 数 は 20 ,012 人 増 加 （ 同

0.2 ％ ） し 、 失 業 者 数 は 37,479 人 増 加

（ 同 4.3 ％ ） して い る。就 業 者 数 を 職 業 別

に み る と 、 ホ テ ル ・ レ ス ト ラ ン が 前 年 同 期

比 寄 与 度 0.4 ％ と増 加 に 寄 与 し、公 務 が

同 ▲0.3％ と減 少 に寄 与 している。 

４ 月 の賃 金 （ 速 報 値 ） は、名 目 は前 年 同 月 比 8.3％ 、実 質 は同 3.6％ となった。 

 

 

（ ７ ）  物 価 － 上 昇 している－  

５ 月 の消 費 者 物 価 指 数 （ 総 合 ） は、前 月

比 は 0.2 ％ 、 前 年 同 月 比 は 4.4 ％ と な っ た 。

品 目 別 に 前 年 同 月 比 の 動 き を 見 る と 、 住

宅 サ ー ビ ス （ 10 .9 ％ ） 、 レ ス ト ラ ン ・ ホ テ ル

（ 6 .4 ％ ） 等 が 上 昇 し た 一 方 で 、 運 輸 （ ▲

0.1 ％ ） が 下 落 し た 。 な お 、 生 鮮 食 品 ・ エ ネ

ル ギ ー を 除 く 指 数 は 、 前 月 比 0.3 ％ 、 前 年

同 月 比 3.7％ であった。 

中 銀 ア ンケ ー ト ( ６ 月 ) に よ る イ ン フ レ 期 待

は 、 １ 年 後 ： 3 .4 ％ （ 前 月 3.5 ％ ） 、 ２ 年 後 ：

3.0％ （ 前 月 3.0％ ） となっている。 

４ 月 の 生 産 者 物 価 （ 全 産 業 ） は 、 前 月 比 ▲ 0.9 ％ 、 前 年 同 月 比 は 1.9 ％ と な っ た 。 電

気 ・ ガス・ 水 道 （ 前 年 同 月 比 32 .6％ ） 、建 設 資 材 （ 同 1.0％ ） 等 が上 昇 した。 
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（ ８ ）  貿 易 － 黒 字 となっている－  

①  ５ 月 の 輸 出 額 （ FOB ） は 、 84 . 9 億

ド ル （ 前 年 同 月 比 6.3 ％ ） と な っ た 。

内 訳 を 見 る と 、 鉱 業 品 51 .0 億 ド ル

（ 同 5.9 ％ ） （ 全 体 の 60.1 ％ ） 、 農 林

水 産 品 5.7 億 ド ル （ 同 7.4 ％ ） （ 全 体

の6.7％ ） 、製 造 業 品 28 .2億 ドル（ 同

6.6 ％ ） （ 全 体 の 33 .2 ％ ） と な っ た 。

鉱 業 品 の う ち 、 銅 は 44.8 億 ド ル （ 同

4.4 ％ ） （ 鉱 業 品 輸 出 額 全 体 の

87 .7％ ） となった。 

②  ５ 月 の輸 入 額 （ FOB） は、69 .7億 ドル（ 前 年 同 月 比 8.1％ ） となった。内 訳 （ CIF） は、消

費 財 19 .8 億 ド ル （ 同 11 .9 ％ ） 、 中 間 財 37.7 億 ド ル （ 同 ▲ 1.0 ％ ） 、 資 本 財 17.4 億 ド ル （ 同

30 .4％ ） となった。 

③  ５ 月 の貿 易 収 支 （ FOB） は、15 . 2億 ドルの黒 字 となった。 

 

（ ９ ）  対 日 ・ 中 ・ 韓 貿 易  

①  対 日 貿 易 （ FOB） ： ５ 月 の貿 易 額 は、輸 出 額 6.9億 ドル（ 前 年 同 月 比 61.1％ ） 、輸 入 額

1.6億 ドル（ 同 42 . 3％ ） 、貿 易 総 額 では8.5億 ドル（ 同 57 . 3％ ） となった。 

②  対 中 貿 易 （ FOB ） ： ５ 月 の 貿 易 額 は 、輸 出 額 26.1 億 ドル （ 前 年 同 月 比 ▲ 15.9 ％ ） 、輸

入 額 19.0億 ドル（ 同 29 . 3％ ） 、貿 易 総 額 では45.1億 ドル（ 同 ▲1.4％ ） となった。 

③  対 韓 貿 易 （ FOB） ： ５ 月 の貿 易 額 は、輸 出 額 3.6億 ドル（ 前 年 同 月 比 ▲5.8％ ） 、輸 入

額 0.9億 ドル（ 同 ▲1.8％ ） 、貿 易 総 額 では4.6億 ドル（ 同 ▲5.0％ ） となった。 
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２ ． 市 場 の動 き 

（ １ ）  国 際 銅 価 格 － 上 昇 －  

５ 月 の 国 際 銅 価 格 は 、 １ ポ ン ド 4 . 1 7 ド ル

（ １ 日 ） で 始 ま っ た 。 月 末 に は 4 . 3 6 ド ル （ 3 0

日 ） と前 月 末 比 4.6％ で終 了 した。 

５ 月 の 銅 在 庫 は 、 419 , 955 ㌧ （ １ 日 ） で 始

ま り 、 月 末 に は 419 , 530 ㌧ （ 30 日 ） と 前 月 末

より減 少 した。 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ）  為 替 － ペソ高 傾 向 －  

５ 月 の為 替 は、１ ドル944ペソ（ ２ 日 ） で

始 ま った 。そ の 後 、ペ ソ高 傾 向 で 推 移 し、

一 時 ペ ソ 安 に 振 れ た もの の 、 月 末 に は 9 4

7ペソ（ 30日 ） と前 月 末 差 ▲1.4ペソ（ 前 月

末 は948ペソ） のペソ高 で終 了 した。 

 

 

 

 

 

 

（ ３ ）  株 価 － 上 昇 －  

５ 月 の IPSA 値 （ サ ン テ ィ ア ゴ 主 要 株 式

指 数 ） は 、 8 ,039 ポ イ ン ト （ ２ 日 ） で 始 ま っ

た 。 月 半 ば に か け 上 昇 し た 後 に 下 落 し 、

月 末 に は 8,048 ポ イ ン ト （ 30 日 ） と 、 前 月

末 比 0.1％ で終 了 した。 
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３ ． 経 済 トピックス(報 道 等 情 報 ) 

（ １ ）  マルセル財 務 大 臣 、米 中 間 の関 税 協 議 を歓 迎 ： チリ財 務 省 プレスリリース 

５ 月 12日 、チリ財 務 省 は、米 中 間 の関 税 協 議 についてプレスリリースを発 出 した。 

５ 月 12日 、米 国 と中 国 の両 政 府 が両 国 間 の関 税 引 き下 げに関 する協 議 を行 った後 、

マルセル財 務 大 臣 はこの問 題 に触 れ、以 下 のとおり発 言 。 

①90日 間 の休 戦 合 意 が成 立 した ことは朗 報 であ る。これに より、４ 月 ２ 日 以 前 の状 況 に

戻 るこ とに なる。つ ま り 、米 国 は 中 国 から の輸 入 品 に 30 ％ の 関 税 を 、 中 国 は 米 国 か らの

輸 入 品 に10％ の関 税 を適 用 することになる。 

②知 的 財 産 権 や中 国 による禁 輸 措 置 が取 られているレアアース問 題 など、協 議 された他

の議 題 の 詳 細 は 不 明 であ る 。 今 回 の 貿 易 戦 争 で 直 接 対 峙 し てい た 世 界 最 大 の ２ 大 経

済 大 国 が協 議 で進 展 を見 せていることは前 向 きなことである。 

③本 合 意 が今 後 90日 間 有 効 だからといって、不 確 実 性 がなくなるわけではない。より秩 序

あ る貿 易 構 造 が確 立 されれば、 不 確 実 性 は解 消 され るだ ろ う。 我 々は 忍 耐 強 く、 自 らの

対 話 の取 り組 みと、戦 略 の一 環 であるその他 の措 置 に集 中 する必 要 がある。 

④ 先 週 末 に は 英 国 と の 合 意 があ り 、そ の 詳 細 は 既 に 把 握 し て い るが 、 基 本 的 に は 相 互

関 税 を 撤 廃 し 、 基 本 関 税 を 1 0 ％ に 戻 す と い う 内 容 であ った 。 こ れらの 交 渉 で 提 起 さ れた

課 題 は、関 税 、非 関 税 保 護 措 置 、競 争 、投 資 など、分 野 別 で見 ると比 較 的 類 似 している。

そのため、交 渉 にお い て一 定 のパターンが形 成 されている印 象 を受 け ており、これは我 々

に対 する提 案 と非 常 に類 似 するため、前 進 への道 を歩 んでいると言 える。 

また、５ 月 12日 、国 際 経 済 金 融 政 策 に対 する戦 略 的 対 応 に関 するハイレベル評 議 会

（ CPEF I ） の第 ３ 回 会 合 が開 催 され、マルセル財 務 大 臣 及 びベルネル財 務 次 官 が主 導 し

た。ボリッチ大 統 領 のアジア歴 訪 に同 行 しているサンウエサ国 際 経 済 担 当 次 官 は、オンラ

イ ン で 参 加 し 、 米 国 と 中 国 と の 協 議 の 進 展 に 言 及 す る と とも に 、 チ リ の 協 議 に 関 し て、 ４

月 16日 の米 国 通 商 代 表 部 （ USTR） との第 １ 回 会 合 以 来 、両 国 の技 術 チームは、デジタ

ル経 済 、経 済 安 全 保 障 、非 関 税 障 壁 とい った課 題 を協 議 するために取 り組 んでい ること、

チ リ の 優 先 事 項 の 一 つ は、 現 行 の 二 国 間 協 定 の 枠 組 みの 中 で 、 直 接 的 かつ 建 設 的 な

対 話 を 通 じて 前 進 す るこ とであ り 、 ５ 月 1 5 日 、 韓 国 で 開 催 され るAP EC 貿 易 大 臣 会 合 の

際 に、このプロセスの詳 細 を調 整 する新 たな会 合 を開 催 予 定 である旨 を述 べた。 

これまでの会 合 では、外 務 省 から米 国 通 商 代 表 部 （ USTR） との協 議 の進 捗 状 況 を報

告 するとともに、専 門 家 からはチリがWTOにおいて遵 守 する国 際 貿 易 ルールを尊 重 しつつ、

自 由 貿 易 協 定 の履 行 の重 要 性 が強 調 され、高 度 に不 確 実 な国 際 情 勢 下 でチリが直 面

す る 機 会 と 課 題 に つ い て 議 論 した 。また 、 会 合 で 取 り 上 げられ た 主 要 議 題 に は 、 投 資 に

関 する 規 制 の 確 実 性 、制 度 枠 組 みの改 善 、プロジ ェクトや許 認 可 手 続 の合 理 化 、行 政

上 の障 害 排 除 等 が含 まれる。さらに、銅 と木 材 産 業 に関 する継 続 中 の調 査 も議 題 となり、

複 数 メンバーが米 国 と英 国 間 の非 拘 束 的 合 意 に関 する見 解 を共 有 した。 

 

（ ２ ）  ボリッチ大 統 領 、チリ・ 中 国 ビジネスフォーラム2025を主 導 ： チリ大 統 領 府 等 プレスリ

リース 

５ 月 13日 、チリ大 統 領 府 等 は、中 国 で開 催 されたチリ・ 中 国 ビジネスフォーラム2025に

ついてプレスリリースを発 出 した。 

中 国 訪 問 中 の ボ リ ッ チ 大 統 領 は 、 チ リ 政 府 代 表 団 、 中 華 人 民 共 和 国 政 府 当 局 者 、
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両 国 の企 業 代 表 者 と共 に、チリ・ 中 国 の二 国 間 関 係 強 化 の一 環 で開 催 された「 チリ・ 中

国 ビジネ スフォーラム 2025」 に 参 加 した 。本 フォーラム は、経 済 連 携 の強 化 、 中 国 から の

対 チリ直 接 投 資 促 進 、チリを地 域 における信 頼 できる競 争 力 のあるパートナーとして位 置

付 けることを目 的 として、チリ貿 易 振 興 局 （ ProCh i l e ） 及 びチリ投 資 促 進 庁 （ Inves tCh i l e ）

が共 催 した。 

本 年 は、 両 国 の 外 交 関 係 樹 立 5 5 周 年 、 自 由 貿 易 協 定 署 名 2 0 周 年 を 迎 える 記 念 の

年 であ る。チ リ は1970年 に 南 米 で初 めて 中 国 と 外 交 関 係 を 樹 立 し、1999年 に 中 南 米 で

初 めて中 国 のWTO加 盟 を 支 持 し、2005年 に中 国 が自 由 貿 易 協 定 を 締 結 した 最 初 の国

である。 

中 国 は2009年 からチリの最 大 の貿 易 相 手 国 であり、貿 易 額 は2005年 の80億 7 , 300万

米 ドルから、2024年 には588億 米 ドルを超 えるまでに増 加 している。2005年 から2024年 に

かけて、中 国 でビジネスを行 うチリ企 業 数 は2.5倍 の429社 から1, 206社 に増 加 した。現 在 、

チリ輸 出 の98 . 7％ が中 国 で無 税 の恩 恵 を 受 けてい る。チリは中 国 に 対 し8 , 33 9品 目 を 自

由 化 （ チ リ 全 体 の関 税 品 目 の9 7 . 9％ ） 、 中 国 は8 , 3 3 7 品 目 を 自 由 化 （ 中 国 全 体 の 関 税

品 目 の97 .5％ ） している。 

本 フォ ーラム に は、バ ン・ クラベ レ ン 外 務 大 臣 、バレ ンスエ ラ 農 業 大 臣 、ム ニ ョ ス運 輸 ・

通 信 大 臣 、ア レ ドンド 文 化 ・ 芸 術 ・ 遺 産 大 臣 、ア リ ア ラ ン 駐 中 国 チ リ 大 使 、イ ン スルサ 上

院 議 員 、チャウアン上 院 議 員 、モレイ ラ上 院 議 員 、フローレスInve s tCh i l e長 官 、フェルナ

ンデスProCh i l e局 長 が出 席 した。 

●ボリッチ大 統 領 の主 な発 言 内 容 は、以 下 のとおり。 

チリは、世 界 中 で橋 を 架 け 、関 係 を 拡 大 することが前 進 の道 であ ると深 く確 信 しており 、

その観 点 で、中 国 は重 要 なパートナーである。 

気 候 変 動 からデジ タル変 革 に至 るまで、我 々が直 面 する課 題 には協 調 的 な解 決 策 が

必 要 である。この点 において、チリと中 国 は、相 互 の利 益 と地 球 全 体 の利 益 のために、こ

れらの世 界 的 な課 題 に協 力 して取 り組 むことができる。 

チリ政 府 は、自 主 的 で建 設 的 な外 交 政 策 を推 進 し、あらゆる国 と協 力 する用 意 があり、

世 界 の 多 様 な 主 体 と 対 話 を 行 い 、 絶 えず 変 化 し 続 け る 世 界 に お い て生 じる 機 会 を 最 大

限 に活 用 する能 力 を有 している。 

●ウォーカー・ チリ全 国 農 業 協 会 （ SNA） 会 長 の主 な発 言 内 容 は、以 下 のとおり。 

今 般 の中 国 訪 問 は、貿 易 関 係 を強 化 し、長 年 育 まれてきた友 情 を再 確 認 する絶 好 の

機 会 であ る。チリ は信 頼 でき る国 であ ることを 証 明 してきた 。チリ の企 業 家 は中 国 の投 資

家 や買 い手 と相 識 の間 柄 である。今 こそ、この関 係 がさらに発 展 し、両 国 に新 たな機 会 を

もたらすことを確 信 している。 

 

（ ３ ）  チ リ 政 府 はEUとの重 要 鉱 物 に 係 る戦 略 的 合 意 で 重 要 鉱 物 戦 略 を 強 化 ： チ リ 鉱 業

省 プレスリリース 

５ 月 16日 、チリ 鉱 業 省 は、EUとの重 要 鉱 物 に係 る戦 略 的 合 意 についてプレスリリース

を発 出 した。 

ウィリアムス鉱 業 大 臣 を首 席 代 表 とするチリ代 表 団 のベルギー・ ブリュッセル訪 問 は５ 月

16日 に終 了 。代 表 団 は、欧 州 最 大 の原 材 料 関 連 イベント「 RawMate r ia l s  Summ i t  2025」

への参 加 や 欧 州 連 合 （ EU） の主 要 機 関 と の会 合 に より 、銅 やリ チウム などの重 要 鉱 物 の
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供 給 におけるチリの戦 略 的 役 割 を強 化 した。 

今 般 のベルギ ー訪 問 の重 要 な成 果 の一 つ は、チリ -EU間 の重 要 鉱 物 （ CR Ms） ロードマ

ップの実 施 に関 する第 ２ 回 会 合 の開 催 である。本 会 合 は、国 際 協 力 総 局 （ DG INTPA） の

支 援 により開 催 され、欧 州 執 行 機 関 の高 官 や欧 州 投 資 銀 行 、その他 の主 要 機 関 の代 表

者 が参 加 。本 会 合 では、協 力 や資 金 調 達 、探 査 ・ 加 工 ・ 技 術 革 新 の具 体 的 プロジェクトに

関 する共 通 議 題 について進 展 が見 られた。 

ベ ルギ ー訪 問 最 終 日 に は、ウ ィリ ア ム ス鉱 業 大 臣 はサ ビー ン ・ ウ ェイ ヤンド欧 州 委 員 会

貿 易 総 局 長 と会 談 し、EUの経 済 安 全 保 障 戦 略 に 沿 って、二 国 間 交 流 を 強 化 し、重 要 鉱

物 の強 靱 で持 続 可 能 なサプライチェーンを確 保 するためのメカニズムについて議 論 した。 

 

（ ４ ）  チ リ からの輸 出 量 、 過 去 ４ 年 間 で29 ％ 増 、世 界 的 地 位 を 占 め る： チ リ 外 務 省 国 際

経 済 関 係 次 官 官 房 （ SUBRE I） プレスリリース 

５ 月 19日 、チリ外 務 省 国 際 経 済 関 係 次 官 官 房 （ SUBRE I ） は、第 ３ 回 リチウム現 状 分

析 についてプレスリリースを発 出 した。 

チリ国 際 経 済 関 係 次 官 官 房 （ SUBRE I） 調 査 部 は、「 第 ３ 回 リチウム現 状 分 析 ： 国 際 貿

易 からの視 点 」 を 発 表 。本 調 査 は「 国 家 リチウム 戦 略 」 の一 環 として実 施 。本 報 告 書 は、

世 界 的 な需 給 及 び価 格 動 向 に加 え、2020年 から2024年 までの間 のチリからの炭 酸 リチウ

ム及 び水 酸 化 リチウムの輸 出 動 向 を分 析 。 

本 報 告 書 の主 なポ イ ント は、①チリ が世 界 第 ２ 位 のリ チ ウ ム 輸 出 国 （ 精 製 リ チ ウム では

世 界 トップ） であること、②近 年 のリチウム価 格 にもかかわらず、チリからの輸 出 量 が2024年

にリチウム炭 酸 塩 相 当 量 （ CLE） で31万 4 , 000トン（ リチウム総 輸 出 量 の42％ ） に達 したこと

である。これは2023年 比 26％ 増 、過 去 ４ 年 間 で平 均 年 間 29％ の増 加 率 を示 している。 

2024年 のリチウム 輸 出 額 の国 別 順 位 では、豪 州 が世 界 最 大 となったものの、その輸 出

の大 部 分 は鉱 石 から抽 出 されたスポジュメン精 鉱 である。一 方 、リチウムの加 工 品 （ 炭 酸 リ

チウムや水 酸 化 リチウムなど） の輸 出 では、チリが世 界 最 大 で輸 出 額 約 28億 7 , 700万 米 ド

ルに達 し、その次 に中 国 （ 33％ ） とアルゼンチン（ 15％ ） が続 いた。 

 

（ ５ ）  マリクンガ塩 湖 の開 発 パートナーにRio  T in t o社 を選 定 ： チリ銅 公 社 （ CODELCO） プ

レスリリース 

５ 月 19 日 、チ リ 銅 公 社 （ COD EL CO） は、 マリ クンガ 塩 湖 の開 発 パート ナ ーの選 定 につ

いてプレスリリースを発 出 した。 

2024年 に開 始 された 選 定 プロセスを経 て、取 締 役 会 の全 会 一 致 の承 認 を 得 た 後 、チリ

銅 公 社 （ CODELCO） はRio  T in to社 と合 弁 事 業 協 定 を締 結 した。本 協 定 は、マリクンガ塩

湖 でリチウムプロジェクトを開 発 する合 弁 会 社 の設 立 に関 する条 件 を定 めている。 

今 般 の戦 略 的 パートナーの選 定 は、投 資 銀 行 Rothsch i l d  &  Coの助 言 を 受 けて、４ 社

が拘 束 力 のある提 案 を提 出 する厳 格 なプロセスを経 て実 施 された。R io  T i n t o社 の選 定 に

おいて、提 示 されたプロジェクト価 値 、堅 固 な財 務 基 盤 、リチウムかん水 プロジェクト及 び関

連 技 術 の開 発 における経 験 と実 績 などが考 慮 された。 

R io  T i n t o社 との提 携 に関 して、チリ国 内 外 の規 制 当 局 への照 会 を含 む必 要 な法 的 要

件 がすべて満 たされた後 、株 主 間 契 約 の締 結 及 び合 弁 会 社 の設 立 を経 る必 要 があり、手

続 の完 了 は2026年 第 １ 四 半 期 を予 定 している。 
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今 般 の提 携 で、R io  T i n t o 社 は合 弁 会 社 であるSa l a r  d e  Ma r i c un ga  SpAの株 式 49 . 9

9％ を、CODELCOは同 社 の株 式 50 . 01％ を保 有 し、国 家 リチウム戦 略 及 び鉱 山 省 が交 付

した CEOL （ リチウム 特 別 操 業 契 約 ） に 定 められた 条 件 に 従 って、同 社 の支 配 権 を 保 持 す

ることとなる。 

本 合 意 では、R io  T i n t o 社 がプロジ ェクトに 最 大 ９ 億 米 ドルを 出 資 することが定 められて

いる。当 該 金 額 は、手 続 完 了 時 に3.5億 米 ドル、プロジェクトの最 終 投 資 決 定 （ FID） 時 に５

億 米 ドル、 及 びプ ロジ ェクト が2030 年 12 月 3 1日 までに 商 業 用 リ チ ウ ム 炭 酸 塩 の 最 初 の 生

産 を達 成 した際 に５ 千 万 米 ドルが出 資 される。 

新 会 社 に 関 し ては、 株 主 間 関 係 を 規 定 す る 株 主 契 約 の 内 容 を 含 む 、そ の 他 の 事 項 に

ついて合 意 した。取 締 役 会 は５ 名 のメンバーで構 成 され、そのうち３ 名 はCODELCOが指 名

し（ そのうち１ 名 は会 長 ） 、２ 名 はRio  T in to社 が指 名 する。 

 

 


